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第２回安城市総合交通会議 議事録 

 

１ 日時 

令和２年１月９日（木）午後１時３０分～ 

 

２ 場所 

安城市役所 第１０会議室 

 

３ 出席委員 

２０名 

 

４ 会議内容 

１ あいさつ 
 
２ 議題 

地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について 

３ 報告事項 

（１）あんくるバス・あんくるタクシー等の利用状況について 

（２）安城市地域公共交通調査業務について 

４ 連絡事項 

（１）一般バス等の効率的な運行に係る道路運送法上の取扱いについて（愛知運輸支局） 

（２）バス・トラック運転・乗車体験会及び就職相談会について（愛知運輸支局） 
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■委員からの主な指摘事項と対応について 

議題  

主な質問・指摘事項 回答・対応方針 

＜会長＞ 

� 全国共通の様式も協議対象になるので、説明してくださ

い。 

 

＜町内会連協＞ 

� 今は 75 歳以上は無料だと思いますが、無料の人と無料で

はない人の割合はわかりますか。 

 

 

＜市民代表山﨑＞ 

� 定期の利用者の割合はアンケートで出ていますか。 

 

＜市民代表＞ 

� ４ページに時刻表・マップの配布など周知の取り組みがあ

りますが、多言語に対応したものを、バス停、バスの案内

ができる場所やバスの中に置いていただけると助かると

いうお願いをしたことがあります。３月予定で、バス活用

ガイドをつくっていらっしゃるとのことですが、そちらの

ほうはまだ日本語だけということでしょうか。 

 

 

 

 

＜市民代表＞ 

� はい、わかりました。なるべく早い取り組みをお願いした

いと思います。 

 

＜会長＞ 

� 全国様式のところで、循環線は未達成であったがＡという

評価をしているのは、その右側に減便の影響で利用者数が

減少したけど、一便あたりは増えてるよと、いうことで評

価をしていると思います。それは５の目標達成の効果達成

状況のところに書いたほうがいいと思います。 

 

＜事務局＞ 

（資料の説明） 

 

 

＜事務局＞ 

� 先ほどの利用調査の結果の中で、障害

者と高齢者の無料の方があわせて約

39％となります。 

 

＜事務局＞ 

� 約 31％になります。 

 

＜事務局＞ 

� 現状バス停も、バス活用ガイドにつき

ましても、日本語だけになります。地

域によってはいろんな国の方が住ん

でいるため何語を選択するか、という

ところがありますので、ローマ字表記

であれば対応できるのではないかと

考えております。こういった形で、と

いうところまでまだ決まっていない

ため、もうしばらくお時間をいただき

たいというのが、現状でございます。 

 

 

 

 

＜事務局＞ 

� 修正します。 
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報告（１）  

主な質問・指摘事項 回答・対応方針 

＜会長＞ 

� あんくるバスは路線によって随分増減が偏っている。こう

いうふうに増減が著しくなってきてることについて、思い

当たる要因がありましたら教えてください。 

 

 

 

 

 

 

＜会長＞ 

� 改善点を見つけていくという意味でのアンケートはやっ

てくれていると思うので、そこをこの路線ごとの話とどう

うまくリンクさせて分析できるかというのを頭に入れて

いただけると、大変いいのかなと思います。 

 

＜商店街＞ 

� あんくるバスを利用して商店街で買い物をする方はどの

程度みえるのか、お聞かせください。 

 

 

 

＜町内会連協＞ 

� 今、刈谷碧南は無料でやってみえると思うんですが、刈谷

は利用者が多いという話を聞いてますので、せめて安城は

乗りかえでも 100 円で行けるような、その辺の取り組みは

何かあるのかお聞きしたいと思います。 

 

 

 

＜町内会連協＞ 

� 刈谷は結構な本数を無料でやってるという話を聞くと、そ

ういう方向に持ってくような考えもあったほうがいいん

ではないでしょうか。せめて乗り換えは 100 円で行けると

いうような、そういう取り組みをしてほしいという声があ

りました。 

 

＜事務局＞ 

� 今の状況でこれといったものが見当

たらないというのが、率直なところで

ございます。どういう利用形態に変わ

ってきたかというところを確認する

ためにアンケートをしましたので、そ

こをもう一度細かくきちんと整理す

れば見えてくるのではないかという

ことで、分析をしている最中です。 

 

＜事務局＞ 

� わかりました。 

 

 

 

 

＜事務局＞ 

� 直近の乗り込み調査の結果で、あんく

るバス全体の集計になりますが、約

17％が買い物で利用しているという

結果になっております。 

 

＜事務局＞ 

� 今現状では考えておりません。3億の

予算を使っておりますので、利用する

方の負担をお願いしていきたいとい

うところで定額料金の 100 円でおさ

めております。なるべく低い価格で運

行しているという状況でございます。 

 

＜事務局＞ 

� 貴重なご意見として、我々としても研

究の材料とさせていただきます。 
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＜市民代表＞ 

� 今おっしゃった乗り継ぎは 100 円っていう意見は私もか

なりあちこちから聞かれました。乗りかえのシステムは、

乗りかえ券を渡すでも何でもできると思うので、それはち

ょっと考えていただきたいと思いました。 

� 循環線の左回りのお客様が減っているというお話で、名古

屋方面豊橋方面からＪＲで帰ってきて、バスで家に帰ろう

と思うときに、あと 1 分で乗れないというダイヤなんです

ね。それが一つあるかなと思い当たりました。 

� 料金負担の件で、1000 円の定期券があるんですけれども、

これは 1 カ月 1000 円で乗り放題になるので、定期券のア

ピールももう少しするとよいと思います。これが今車内だ

けで販売されてるんですけれども、例えば駅前ならキーポ

ートだけでもいいので、何カ所かでもふやしていただける

と路線によっては運転手さんの負担も減るかなと考えて

おります。 

 

＜会長＞ 

� 利用する上で、利用者の目線から見て、こういう改善をし

ていったらいいという御提案だと思います。難しいことは

わかります。乗り継ぎ券の場合は、委託先の運行事業者さ

んが違った場合では、どちらの収入に入れるんだという話

は当然出るわけです。だから、これが難しいからやらない

ではなくて、ちゃんと３事業者さんとも話をして分配の方

式を考えるというのは、当然だと思うんですね。ですから、

乗り継ぎの話も含め、それから先ほどの無償化っていうの

がここで議論できるのか、どうするかという話はまた別で

しょうけども、今現実に 75 歳以上が無償化になってる話

ですよね。だからそこらあたりをどう考えていくのか、こ

れは網形成計画だけではなくて、先月の 24 日に、この地

域公共交通の活性化再生法に関する懇談会の中でも、中間

取りまとめがオープンになっております。次の方向性をど

うするかというところをもう国の方は出してきています

ので、どういう改善策を展開するかっていうのは、考えて

いかないといけない時期だろうと思います。次の 1 カ月で

すぐ答えられるかとかそういう話ではないと思いますが、

少なくともそういう利用者の皆さんのアンケートも含め

て分析をしながら、どういう方向がいいのか考えていただ

けるといいのかなと思います。 

 

 

＜事務局＞ 

� 定期券のお話につきましては、おっし

ゃるとおりでして我々もそこのとこ

ろを考えてはおります。車内だけでは

なく、今言われたような例えばキーポ

ートいうようなところも考えられま

す。そういったところをもし販売の場

所にするとなったときに、今現在、各

バス会社さんが 3 社おる中で、それぞ

れに運賃収入として入ってくる形を

とっているので、その形態をどうする

のかというところが一つのハードル

としてありまして、我々としても悩ま

しいところであるというのが現状で

ございます。 

 

 

＜事務局＞ 

� わかりました。 
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報告（２） 

主な質問・指摘事項 回答・対応方針 

＜会長＞ 

� 乗降調査は OD でとれますよね。そのデータはかなり大切

なデータだと思うので、そこをしっかり分析していただく

と、先ほどの利用者増の部分とか、利用者が減っていって

いるとかそういう話ができるんだろうと思います。 

ですから三つの調査は大変いい話で、どういう視点でこの

データを集計するかっていうところをしっかり押さえて、

単純集計もいいんですけど、それ以外にどういう視点でク

ロス集計をして分析をするかということがすごく大切だ

と思います。そこをぜひ、いろんな方にヒアリングなりし

ながら、ほかに事例はあるでしょうしコンサルさんもみえ

ますから、そういったとこも含めてぜひ分析をしてほしい

なと。 

だから、改善点を見つける分析というのがすごく大切かな

と思います。ぜひそんな視点を持ってもらえるといいかな

と思います。 

� 先ほど商店街の方がおっしゃっていた、買い物というのは

どこからどういう人たちが来てるかというのは、買い物目

的の方の OD 表をつくれば、どこで乗ってどこで降りてい

るのかわかるわけですよね。こういう分析をしてよってい

うような、そういう発想していただけるといいと思います

ので、事務局にもそういった形でお話をいただけると大変

ありがたいなと思います。 

� 先ほどの乗り継ぎの話も、どれだけ乗り継いでいるか、ど

こで乗り継いてるかもデータでとれますよね。だから乗り

継ぎ状況で、どれぐらいの方が乗り継いでみえるか分かれ

ば、簡単なことを言えば、この程度の減収なんだよとか、

そういうこともわかるわけですから、そういったのも分析

の対象にしていただけるといいと思います。 

 

＜事務局＞ 

� わかりました。 
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連絡事項（１）（２） 

主な質問・指摘事項 回答・対応方針 

� 質問等なし  

 


